
   

   

 

 

 

 

 

 
                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年 9 ⽉ 23 ⽇（⽉・祝）、農村景観⽇本⼀「富⽥地区」で、秋のふれあいウォーキングが開催されます。 
 スタートとゴールは富⽥会館で、受付時間は 8:30〜10:30。道のり 7.3 ㎞のお堂めぐりコースと道のり 9.7
㎞の⼤円寺コースがあり、体⼒にあわせてコースが選べます。ゴールでは特産物直売市や岩村城太⿎の演奏に
加え、⽶や野菜・果物などが当たるお楽しみ抽選会があります。 
 秋の収穫期を迎え、⻩⾦⾊に染まった⽥園をさわやかに歩いてみませんか？ 
 上記のチラシはホットいわむらＨＰ（http://hot-iwamura.com/）に掲載しています。 
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（われわれには⽣まれながらに「善の⼼」が備わっている。その⼀⽅で物や⼼の欲望 

への「仮の⾃分」がある。⼈間にはこの⼆つの⾃⼰があることを認めて、仮の⾃⼰のた 

めに真の⾃⼰をだめにしてしまわないように⼼しなけれならないね。） 

広報いわむら 

発行/岩村地域自治区運営協議会 

〒509-7403 恵那市岩村町 1657 番地 1

http://www.hot-iwamra.com 

令和元年 9 月 1 日発行 №92 

ほっと・ホット・もっと 

ホットいわむらだより 

 

＊市長と語る～まちづくり懇談会～報告 

＊岩村城跡清掃作業・夏祭り・ザ縁日（お礼） 

＊ホットな田んぼ稲刈り体験参加者募集 

＊いわむら秋祭り郷土読本⑥発刊のお知らせ 

＊後期市民講座の募集が始まります 

佐藤⼀斎 今⽉のひとこと（９⽉） 

令和元.9.23 さわやかに歩こう！農村景観⽇本⼀「秋のふれあいウォーキング」

抽選会で富⽥のおいしい特産品が当たるかも

運動の秋！健康的に歩きませんか？

【ＮＰＯ法⼈いわむら⼀斎塾】
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恵那市観光協会岩村⽀部からのお知らせ        
知ってますか？恵那・岩村の昔の事”   

〜勝川家にて昔の写真展を開催中〜 
 

(⼀社)恵那市観光協会岩村⽀部では、旧⽯橋家にて営業中
の恵⽂館（可知収代表）と共催で、町屋施設「江⼾城下町の
館 勝川家」にて昔の岩村や⼤井の写真展を開催しています。 
明治３９年の⼤井（現恵那市⼤井町）から岩村への「岩村電
気軌道の開業写真、⼤正１３年の「巌⾢尋常⾼等⼩学校校舎
新築落成記念写真(旧岩⾢⼩学校）、⽮作⽔⼒経営⼩澤遊園地
の写真と、阿⽊川ダム管理所より借り受けた、阿⽊川ダム⽔
没前の道路や、かっての⾵景（⽥畑や⾥⼭、遺跡・道路など）
など⼗数点を展⽰しています。 
 ９⽉１３⽇（⾦）まで開催中です。ぜひこの機会に来館く
ださい。 

  
(⼀社)恵那市観光協会岩村⽀部(岩村町観光協会) “えなてらす、いわむら。”  

TEL/FAX 43-3231 (町並みふれあいの舘内)

 郷⼟読本⑥〜改元余話篇〜 発刊のお知らせ 
 
郷⼟読本編集委員会よりこのたび『いわむら郷⼟読本・

改元余話篇⑥』〜この⼀冊で改元の郷⼟史を知る〜が発売
されます。 

「岩村町史」は昭和 36 年に第 1 号が発刊されたが、補
刊されることもないまま恵那市に合併されました。しかし
地元の有志で「歴史研究会」を⽴ち上げ“郷⼟の歴史の掘り
起こし”を⻑年にわたり書き留め、今回が第 6 巻となりま
す。 

本誌は、令和の新時代に伝えたい郷⼟史５０話を選択し
て読み応え⼗分です。 

令和の時代に「⽣涯学習」の⼿引き書として活⽤してみ
てはいかがですか？ 
 

巌邑尋常高等小学校 校舎新築落成記念 

岩村電気鉄道が開業（大井駅前） 

この秋「岩村休憩所」（旧岩村振興事務所）は、
無休で開館 !! 
岩村休憩所は、朝ドラ「半分、⻘い。」のロケセット、看
板などを展⽰していますが、９⽉〜１１⽉までの３か⽉
間は、毎⽇ 10 時から 15 時まで無休で開館します(１２
⽉以降は、⼟・⽇・祝⽇のみ開館)。 

改元余話篇・この⼀冊で改元の郷⼟史を知る
発売⽇・・令和元年９⽉１５⽇（⽇）・１６⽇（祝）
      10：00〜15：00（両⽇とも） 
場 所・・ふくろう商店街郷⼟読本事務所 
      （JA ひがしみの駐⾞場前通り） 
発 ⾏・・郷⼟読本編集委員会 岩村町 809－8 
連絡先・・090-2610-2354（⻄尾） A4 版 全 155 ページ 50 話

価格 1,500 円 
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いわむら歴史再発⾒vol.58 〜藩主邸はいつできたのか〜 

 現在の岩村城と城下町は、1601年に⼊部した松平家乗が、近世城下町として新たに建設を始めたものです。
あっという間に出来上がったわけではなく、完成までには30年以上の歳⽉がかかっています。城下町は、松平
⽒に代わった丹⽻⽒になっても拡張が続けられ、⽇の出町や新屋敷が城下に取り込まれるのは1650年代です。
 城下町の中⼼である藩主邸も最初から今のような形ではなかったと考えられます。 
 現存する城絵図の中で最も古い正保城絵図（国⽴公⽂書館所蔵・成⽴は1645〜50年ごろ）は、城だけでなく
城下町全体が描かれていますが、藩主邸の位置に「下屋敷」とあります。下屋敷は、藩主の居所で政庁でもあ
る「御殿」「御屋敷」に対して、別邸を指す⾔葉です。17世紀前半には、別の場所にメインの御殿（藩主邸）が
あったことになります。 
 これに関連して、本誌平成29年4⽉号「発掘調査で分かってきた
近世岩村城の築城事情」で、発掘調査の結果、本丸の整備は1610
年代に始まり、下段の⻑局の完成は1630年代。また、16世紀中葉
以降の遺物が極端に少なくなり、⽇常的な活動の場ではなくなるこ
とを紹介しました。また、先⽉号で紹介した⻑楽寺の寺伝では、藩
主邸の搦⼿への移転は慶安年中（1648〜52）とされていること、
1650年代の新屋敷の整備や妙法寺の開⼭などを勘案すると、次の
ような仮説が想定できそうです。 
 「1601年に⼊部した松平家乗は本丸に御殿を構えた。その後、
本丸の造成⼯事が本格化すると、⼭麓にも屋敷を構え下屋敷と称さ
れるようになった。1638年に⼊部した丹⽻⽒信は、本丸の御殿を
維持しつつも次第に⼭麓の下屋敷を居所とするようになり、1646
年に跡を継いだ⽒定は城下町と併せて藩主邸も現在の形に整備し
た。」 
 残された⽂献資料からは確実なことはいえません。解明には藩主
邸跡の発掘調査が必要でしょう。（三宅唯美・市職員） 

実践⼥⼦学園だより 〜「⽻⼭昇・昭⼦奨学⾦」授与式を⾏いました〜 

 
8 ⽉ 5 ⽇（⽉）渋⾕キャンパスにて、2019 年度前期「⽻⼭昇・昭⼦奨学⾦」の授与式が開催されました。 
同奨学⾦は、学園と縁の深い⽻⼭家からのご寄付をもとに、優秀な学⽣の育成に資することを⽬的として

2013 年に創設されたものです。今回は、教育・課外活動で顕著な成果を上げた 5 団体・1 名、海外の協定校に
留学する 23 名、外国語などの資格試験で優秀な成績を収めた 14 名が奨学⽣に選ばれました。 

本学には、「⽻⼭昇・昭⼦奨学⾦」の他にも、成績優秀者を対象とした「学祖下⽥歌⼦奨学⾦」、経済的⽀
援を対象とした教職員の寄付で⽀える「教職員奨学⾦」など、たくさんの給付型奨学⾦制度があり、学⽣を経
済的にバックアップしています。 

本年度からは、学園創⽴ 120 周年を記念した「岩村奨学⾦」を新設しました。この奨学⾦は、創⽴者・下⽥
歌⼦先⽣の出⾝地・恵那市岩村町からの
進学を歓迎するもので、岩⾢中学校出⾝
者を対象に在学年度中、毎年 20 万円を
給付します。岩⾢中学校⽣徒の進学をお
待ちしております。 

 
受賞者コメント 

私は MOS 世界学⽣⼤会ワード部⾨⽇
本代表として、アメリカニューヨークで
開催された世界⼤会に参加しました。残
念ながら⼊賞は果たせませんでしたが、
この世界⼤会は私の⼈⽣においてとて
も貴重な経験になりました。今回いただ
いたご厚意に報いるためにも、今後も
各々の活動に邁進していきます。 

正保城絵図に描かれた下屋敷（藩主邸）。歴史資料館所蔵の複製を撮影
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☆乳幼児期の家庭教育「いわむら学級」のお知らせ  
⽇  時：令和元年１０ ⽉３⽇（⽊）AM10:00〜【当⽇参加OK】  
集合場所：岩村消防署現地集合  
【学習テーマ】 

●防災 備えと乗⾞体験  
【内 容】 

●乳幼児期の⼦ども向けの備えと体験 
 ⾝近な岩村消防署へ出かけて⾏き、 

防災の話と消防⾃動⾞に乗る体験  
 
☆岩村町⽂化振興会作品展 
８⽉３⽇（⼟）４⽇（⽇）いわむら夏祭り 
協賛事業として作品展を開催しました。 
 
勝川家 絵⼿紙作品展⽰ 
⽊村邸 いわむら⼀斎塾展⽰・短歌作品展⽰ 
⼟佐屋 陶芸作品展⽰  
 
☆後期市⺠講座の受付が始まります  

下記の講座を予定しておりますので、興味のある講座に是⾮ご参加ください。 
岩村コミセン・岩村診療所・福祉センター・ふれあいの館にてガイドブックを設置しています。詳しくはガイド

ブックをご覧下さい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
☆９⽉岩村コミュニティセンター使⽤予定☆  

９⽉13 ⽇(⾦) 無料法律相談 
９⽉21 ⽇(⼟) ことぶき結婚相談所    
９⽉26 ⽇(⽊) D-スマイルカフェ 

※諸事情により変更になる場合があります。 

市⺠講座名（全13 講座） 回数 
シェイプアップヨガ 10 
⼿作りパンとお菓⼦作り 5 
ミニバランスボールと⽇々とヨガ 10 
⼿持ちの布で⼩物・袋物作り 5 
⾷べ物のあれこれ 2 
お得な⽣活情報最前線 2 
おもしろ歴史講座 3 
マジック＆頭脳リハビリ健康講座 5 
ヌメ⾰で作るレザークラフト体験 3 
岩村の偉⼤な先⼈を学ぶ〜佐藤⼀斎の巻〜 1 
岩村の偉⼤な先⼈を学ぶ〜下⽥歌⼦の巻〜 1 
クリスマスリースを作りましょう 1 
⼩学３・４年⽣の英語講座 6 

いわむらコミュニティセンター情報
IWAMURA COMMUNITY CENTER INFOMATION 

IWAMURA COMMUNITY CENTER INFOMATION 

令和元年8 ⽉1 ⽇現在の⼈⼝・世帯表    
 令和元年8 ⽉ 先⽉ 昨年同⽉ 

総数 4,916 ⼈ （+８） 〈▲２９〉
男性 2,383 ⼈ （＋４） 〈▲６〉 

⼥性 2,533 ⼈ （＋4） 〈▲２３〉

世帯 1,899 世帯 （+６） 〈+２３〉
（ ）内は前⽉との⽐較〈 〉は前年同⽉⽐  

  なんと！今⽉は８⼈の⼈⼝増でした。外国⼈の異動もあ
りましたがそれを差し引いても２⼈の増でした。 
 岩村を愛する⽅の思いが徐々に伝わっているのかもしれま
せんね。この調⼦で 

「消滅しないぞ！岩村」

消防⾞に乗れるよ！みんな来てね！

☆ホットいわむらだよりでは、みなさまからの情報をお待ち
しています。「こんなことやってるから⾒に来てね！」とか
「〇〇さんが⼤会で優勝しました！」など、どんな事でも
かまいません。岩村のいい所をみなさんに伝えてみません
か？何か情報がございましたら岩村振興事務所（電話：
43-2111）までご連絡下さい。お待ちしています。

受付開始⽇９⽉14 ⽇（⼟）午前９時から
締め切り⽇９⽉30 ⽇（⽉）午後５時まで
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